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PF 2.5 GeV リングでは，直線部増強によって整備された中・長直線部を中心に，VUX・SX領域のビームラインおよび実験装

置の整備を行っている。特に，すでにアンジュレータの更新を終えて偏光スイッチングを実施しているBL-16を除いては，挿入

光源自体は直線部増強以前のままであるため

に，せっかく整備した直線部を活かしきれてい

ないという状況を改善し，VUX・SX 領域の挿入

光源ビームラインを全体として最適な状態に

再構築することが急務である。そこで PF では

ここ 2，3年，右図のような更新を進めている。 

2013 年は，BL-2 光学系の全面更新，およ

び BL-13光電子分光用光学系の整備を行うと

ともに，BL-2，13，28 に設置するアンジュレー

タの製作を開始した。2014 年春に設置を予定

している BL-2 の新アンジュレータは，VUV 領

域をカバーし，既存のアンジュレータとタンデ

ム配置にすることで，極めて広いエネルギー

範囲を実現することができる。また，BL-13，28

の新アンジュレータも，2014年夏に設置する予

定である。当日は，これら VUV・SX ビームライ

ンの現状と整備計画について議論したい。 


